
町田市立小山田中学校演劇部　「二〇一〇年度公演」　脚本
　　　　　　　　　　　　　

～都大会バージョン～
本　　心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
作　町田市立小山田中学校　　福島　康夫
　
「本　心」　
登　場　人　物
鈴　　（り　ん）…天真爛漫　思ったことを行動に移す
菜々実（ななみ）…友達思い　相手を大事にする
杏　　（あんず）…正義派　やや頭が堅い
薫　　（かおる）…一匹狼的な存在
日　向（ひなた）…ひょうきん者　周りを盛り上げる
瑠　璃（る　り）…おとなしく思ったことを口にだせない
友　佳（ともか）…しっかり者　賢いがやや言葉がきつい
夢見子（ゆみこ）…夢を見ているようなフワフワした子
スミレ（すみれ）…おとなしい存在　実は…
　　　薄暗い教室
人形かマネキンのように動かない女子。
それぞれ手には携帯電話が握られている。
　　　　静かな音楽…それぞれに電源の赤いランプがつく。
ゆっくりと動き出す…立ち上がる。

音楽が途切れると同時に明るく賑やかに携帯で
しゃべりながら歩きまわる。突然ガラスが割れる音…同時に一斉に倒れ込む。
　　　　静かな音楽と共に、立ち上がる。
　　　　（ブルー暗転～シルエット）

　　　　（二学期終業式の朝　薄暗い教室の風景）
スミレ　（上着なしで、教室内の友だちの机を順々に

懐かしみながら自分の席に座る）
明るい教室の風景
鈴　　　（上着を着て登校してくる。他の人も上着あり）
あれ、今日は早く来すぎちゃったかな。
菜々実　おはよー。今日は早いね。
鈴　　　あれ菜々実、今朝は遅いんじゃない？
菜々実　私はいつも通りだよ。鈴のほうこそ、いつも遅刻ギリギリなのに、今日はどうしたの？
鈴　　　そっかぁ、あたしがはやかったのかぁ。
杏　　　（登校してくるが、ご機嫌ななめ）おはよ。
菜々実　おはよー。どうかしたの？

杏　　　別に。

鈴　　　不機嫌なオーラでピリピリしてるよ。

杏　　　来るとき一年生がコンビニでお菓子買ってるのを見ちゃったからかな！

日　向　今年の一年、なんか調子に乗っているよね！
菜々実　あれっ、日向、いつの間に…おはよー。
日　向　おはよー。あたしも見かけたよ、ね、瑠璃？

瑠　璃　おはよー。私はよく見なかったけど…。
友　佳　毎年おんなじようなもんじゃん。うちらが一年のときだって、そういう子いたよ。

日　向　そう？うちらのときはもっと先輩に気を遣っていたよー。
友　佳　毎年みんなそう思っているんだよ。
夢見子　友佳が言うと、そうかもなぁ…って思えてくるから不思議だよねぇ。
鈴　　　あはは、言えてる！

杏　　　みんないつのまに揃っているの？朝の挨拶はちゃんとしないといけないんだよ！
日　向　でたーみなさーん、またいつもの杏の「ちゃんと」が出ましたよー！
友　佳　杏は「ちゃんと」が好きだもんねー。
杏　　　なによ、それ！バカにしてんの！
日　向　とーんでもございませーん（大笑いしながら）
杏　　　やっぱりバカにしてる！
瑠　璃　えっ、でも杏のそういうところ、私、うらやましいな…。
夢見子　杏が「ちゃんと」って言うと、なんか「ちゃんと」っていう言葉が輝いてくるもんね。
菜々実　ほーら、杏のことをからかわないの！
日　向　えーっ、うちら本心で言ってるんだよぉ。
鈴　　　そうそう。
瑠　璃　私、ホントに尊敬してるよ…。

スミレ　（ひたすらニコニコしながら見守っている）

日　向　それにしても、男子ってどうしていつもギリギリ

なわけ？
（一同笑う。「言えてる！」「だよね！」など）

薫　　　（教室にはいってきて、黙って席に着く）
　　　　　　　　 （口々に「おはよう」などと声をかける。）
薫　　　（仕方なさそうに）おはよ。
日　向　なあに、あの態度。
友　佳　最近、いつもあんな感じじゃない？ 
杏　　　ろくにこっちを見てないよね？

鈴　　　別にいいじゃない、シカトしているわけじゃないんだし。
日　向　でもさぁ、クラスメイトとしてもうちょっと愛想がよくてもいいんじゃない？
薫　　　（ボソッと）めんどくさっ！

日　向　ちょっと、今なんて言ったの？
薫　　　……。

日　向　めんどくさっ、って言ったでしょ！

夢見子　日向、やめときなよ。

菜々実　聞き間違えかもしれないしさ。

日　向　違う、あたし聞こえたもん！

杏　　　日向、もういいじゃない。やめようよ。薫はそういう子なんだからさっ、ねっ？

日　向　そういう子ってどういう子よ。
薫　　　それはこっちが聞きたいよ。杏、そういう子ってどういう意味？

夢見子　挨拶してもシカトするような子ってコト？

薫　　　別にシカトなんかしてないし。

日　向　挨拶してるのに、こっちを一度も見ないのは、シカトしているようなもんでしょ！

薫　　　だから、そういうところが面倒だって言ってるの。

日　向　やっぱり言ったんじゃん。

菜々実　ねぇ、もうやめようよ。三年になって、せっかく同じクラスになったのに、こんなことでもめることないよ。仲良く卒業しようよ！
友　佳　菜々実みたいに優しい子にはわからないんだろうけど、みんなは一度言いたかったんじゃないの？

薫　　　言いたいことがあるなら、我慢してないで言えばいいのに…ばっかみたい！

日　向　じゃあ言うよ。あれ以来いつも不機嫌そうな顔しちゃってさ。そっちこそ不満があるならはっきりさせればいいじゃん！
薫　　　あたしは別にそんなつもりはないよ！

夢見子　そんなつもりがなくても、相手にはそう見えることがあるんだよね！
瑠　璃　みんなおんなじこと感じているんだよ。

薫　　　おんなじことって？

友　佳　自分では悪気なんてないのに、気づかないところで、相手を傷つけることがあるっていうこと。
鈴　　　あたしはそんなこといちいち考えないようにしているけどね。

夢見子　まぁ、あたしも似たようなもんかな？

杏　　　どこか似ていると思ったら、そういうところかぁ。

夢見子　そういうところって何よっ！
杏　　　マイペースなところ。

鈴　　　夢見子はともかくあたしまで一緒にしないでよ。
夢見子　なんで？一緒じゃダメ？

薫　　　どうでもいいけど、あたしへの文句はどうなっちゃったのよ！

日　向　あたしが言いたかったのは、薫があれ以来変わっちゃった、って言うこと。
薫　　　別に変わってないし…。
　　　　（自分の席に戻る）
菜々実　明日から冬休みだっていうのに、朝からもめちゃったなぁ。
鈴　　　別にいいじゃん、たいしたもめ事じゃないよ。

杏　　　薫も頑固だからねぇ。
瑠　璃　でも私、薫のああいうところ好きだよ。うらやましい…。

友　佳　瑠璃も薫の強さを見習った方がいいかもね。おとなしすぎるから男子にからかわれるんだよ。
瑠　璃　ホントに、いつもそう思う…。（うつむく）

鈴　　　瑠璃は瑠璃なんだから、いいんだよ、そんなこと気にしなくても。

夢見子　あたしなんて、誰かみたいになりたい…なんて考えたこともないよ。

日　向　あたしはいっつも考えているけどなぁ。

杏　　　えーっ、うそーっ！絶対ないって。

鈴　　　日向がそんなに気を遣っているとは思えないよね。

日　向　（薫を見ながら）誰かさんのほうが、よっぽど気を遣っていないと思うけどね。
菜々実　友達同士でも、結構いろいろ気を遣うよね。
鈴　　　気を遣うなんて、もうそれだけで友達の資格ないじゃん。気を遣わなくてすむから友達なんだし、一番気を遣わないのが親友でしょ？
薫　　　「友達」とか「親友」とか…そんなもん本気で信じてるなんて、ばっかみたい！

杏　　　ちょっと、それどういう意味よ！ばっかみたいってなによ！鈴に謝りなさいよっ！

薫　　　だってそうでしょ。今どきそんなもん信じてるなんてありえないよ。

夢見子　うーん、そんなこと言ったら寂しいよ。

友　佳　薫の言っていることは、きっと当たっているんだろうけど、言葉にしちゃうとねぇ…。

薫　　　じゃあ、一学期の終わりの事件はなんだったのよ。
　　　　（一同　息をのむ）

瑠　璃　（スミレの方を見て）スミレ…。

　　　　（暗転）

　　　　（一学期終業式後の明るい教室　みんな上着なし）

日　向　明日から夏休みだね。サイコー！
鈴　　　やっとこの日が来たね！毎年思うんだけど、一年の中で一番嬉しい日かも！

杏　　　でも、中三の夏休みはそんなに嬉しくないよね。

　　　　夏期講習だらけでちっとも遊べないし…。

夢見子　そうでもないよ。夏期講習の合間に少しは楽しいこともあるだろうし、新しい友達ができるかもしれないし…。
日　向　違う学校の男子と机を並べて勉強するかもしれないなんて、ちょっと楽しみじゃない？ウチのクラスとかあんまりかっこいい男子いないしさぁ。
杏　　　日向ったら何しに夏期講習に行くんだか。

鈴　　　あたしも夏期講習いくよ、塾の講習だけど。

友　佳　私は一人の方が集中できるから、毎日図書館にこもるんだ。

鈴　　　友佳はいいよ、頭いいから自分で勉強できるもんねぇ。
友　佳　違うよ。私はただマイペースで勉強したいだけ。

菜々実　瑠璃はどうするの？夏期講習行くの？
瑠　璃　私は自分で勉強なんてできないから、塾の夏期講習に行くつもり。菜々実は？
菜々実　ウチは親が共働きだし、小さい妹がいるでしょ？
　　　　一人にしておけないし、家で勉強するんだ。
夢見子　そっかぁ。親がうるさいから仕方なく行くけど、ありがたく思わなくちゃいけないんだね。

杏　　　ちゃんと勉強する気があれば、どこでやっても同じよ。

薫　　　杏もしっかりしてるからねぇ。もっともあたしも家でやるつもり。わかっているところを長々説明されたり、わからないところをサラッととばされても困るしね。
スミレ　薫だって、十分しっかりしてるよね？

夢見子　してるしてる。時々ちょっと頑固すぎるけどね。
薫　　　頑固すぎる、って何よ！

瑠　璃　私、薫のそういうところ、尊敬してるよ。

スミレ　私も薫の頑固さが好きだな。
薫　　　頑固、頑固って何よ！

鈴　　　（夢見子に）あたしらにはそんな頑固さないもんね？

夢見子　えー、あたしも？一緒にしないでよぉ。
日　向　あはは、鈴も夢見子も天然だもん。
友　佳　まぁ、日向も似たようなもんかな？

菜々実　頑固も天然もどっちも個性でしょ。
瑠　璃　そうだよ。私なんか頑固も天然もうらやましい…。
鈴　　　瑠璃はもっと自分に自信を持ちなよ。
日　向　そうだよ。いっつもうらやましいとか言ってないで、自信もって意見言えばいいんだよ。

友　佳　それが出来れば、苦労しないよね？

夢見子　でもさぁ、いっつも人の後ろに隠れているみたいで、ちょっとずるいよね。

日　向　そういえばそうだよね。みんなで悩んだりもめたりしているときは黙っていて、決まったらついてくるみたいな。

スミレ　そんなことないよ。瑠璃はみんなと一緒に悩んで考えているんだよ。ただ、それを言葉にするのが苦手なだけだよ。

鈴　　　でもさぁ、この前みんなで好きな人を教えあっていた時だって、結局瑠璃は言わなかったんだよ。

夢見子　そういえばそうだった。みんな言ったのにね。
瑠　璃　だって本当に好きな人がいなかったんだもん。

菜々実　大丈夫だよ。みんなわかっているって。

スミレ　それにもし好きな人がいたって、本人が言いたくなかったら仕方ないよ。
友　佳　そういうスミレこそ、好きな人がいるのに言わなかったけどね。
薫　　　ホントはスミレには好きな人いるんだよね？
スミレ　えっ、私は別に…。そんな…。

鈴　　　実は…スミレがよその学校の男子と一緒にいたっていう噂を聞いたことあるよ。

日　向　えーっ、うそー！スミレつきあってるの？
夢見子　なになに、どういう人？年は？部活は？

スミレ　別にそんなんじゃないよ！ただ…。

友　佳　だって、私も見たもん。二人でコンビニに入っていくとこ。

杏　　　別にいいじゃん、本人が違うって言うんだから。

薫　　　だって違わないもんね？
日　向　えっ、薫は何か知ってるの？

薫　　　知ってるも何も、あたしとスミレと彼とは同じ小学校だったんだもん。彼は受験して私立に行っちゃったけど、３年生になって入った塾で、偶然再会したんだよね。
スミレ　そんなことまで言わなくても…。

薫　　　いいじゃん、別に隠さなくても。小学校の時から

　　　　二人は仲良しで有名だったんだから。塾で再会してからすぐにつきあい始めたとしてもおかしくないよね？
瑠　璃　え、スミレはこの前私に「好きな人がいない同士、

　　　　仲良くやろうね」って言ってくれたのに、あれはうそだったの？

スミレ　うそじゃないよ。ジュン君のことをそんなふうに考えたことなかったから…。
日　向　きゃージュン君だって！今の聞いた？ジュン君だって！
夢見子　へぇー、ジュン君って言うんだ。松潤みたい！

菜々実　ねぇ、もうやめようよ。そっとしとこうよ。
友　佳　だってもともとは、スミレがあの時うそをついたからいけないんじゃん。
杏　　　つきあっている訳じゃないって言うんだから、別にうそをついたことにならないよ。

瑠　璃　でも、男子と話すのが苦手な私にとって、スミレは、同じ悩みを持つ仲間だと思ってたんだよ。それなのに彼氏みたいな人がいるなんて…。
鈴　　　そりゃあ瑠璃にしてみれば、なんか裏切られた感じだよねぇ。
スミレ　ちょっと待ってよ！私は別に…。

薫　　　いいんだよ。みんなはちょっとだけヤキモチ焼いているだけなんだから。スミレだって、ここのところずっと元気がなかったのは、ジュン君のことをみんなに隠していたからなんでしょ？夏休み前にホントのことをみんなに伝えて、スミレを楽にしてあげようと思ったんだ。
スミレ　元気がなかったとしたら、それは違うことで…。

日　向　いいのいいの。あたしたちは根に持ったりしないから。隠しごとはやっぱりなしだよ。

スミレ　だから私は今日みんなに大事なことを話そうと…。

杏　　　スミレ、悪ふざけしてごめんね。みんな悪気はないんだけど、ちょっとうらやましくて…。

菜々実　無理に言わなくていいからね。みんな、もうやめよう！
スミレ　違うの、大事な話があるの！

鈴　　　スミレ、ごめんごめん！あたしらが悪かったよ。
杏　　　ほら、みんなちゃんと謝りなよ！

日　向　でたー、杏の「ちゃんと」です！

杏　　　日向！

日向　　はい、ごめんなさい！
菜々実　スミレ、ごめんね。もっと早く止めればよかった。
夢見子　あたしもごめん。ちょっと調子に乗りすぎた。

スミレ　だからぁ、私が言いたいのはそんなことじゃなくて…。

友　佳　ごめん。私も悪かったよ。
瑠　璃　なんか、つっかかっちゃって、ごめんね。

薫　　　あんまり自分の気持ちを言わないスミレのためにと思っていろいろしゃべったんだけど、なんかごめんね。ちゃんとスミレの本心を確かめてからにすればよかったね。ホントごめん！

スミレ　私の本心なんて誰も、誰もわかってないくせに、勝手なことを言わないでよ！友達だから言えないこと、友達だから言いたいことがあるのに、誰も聞いてくれないじゃない！もういい！（教室を飛び出す）

菜々実　スミレ…（追おうとするが、あきらめる）
鈴　　　二、三日そっとしておけば、そのうちに機嫌を直してくれるよ。

杏　　　そうだといいけど…スミレにしては珍しくキレてたから、ちょっと心配だね。

夢見子　平気だよ。しばらく放っておけば、寂しくなって誰かにメールを送ってくるんじゃない？

日　向　そうだね。心配いらないよ。
菜々実　そうかなぁ。なんか気になるんだけど…。

　　　　（暗　転　～静かな音楽～）

　　　　（日向、鈴、夢見子が歩いてくる）
日　向　あーあ…心配いらないよ、なんて言ったけど…

スミレ、本当に大丈夫かな？
鈴　　　うん…そうだね。ちょっとやり過ぎちゃったかも。
夢見子　だからぁ…平気だよ。（壁に気づいて）

あれ？ねぇ、ここが日向の言っていた練習場所？
鈴　　　ほんとだぁ、図書館のガラス張りの壁が、おっきな鏡みたいになっているね！

日　向　うん、そう。夜はヒップホップの人たちが踊っていることが多いんだけど、夕方はまだ来ていないから、練習できるんだ。

夢見子　ねぇ、またいつもの曲を歌ってよ！

鈴　　　あっ、いいね！歌って！

日　向　えーっ、そんな気になれないよぉ。
夢見子　逆にこんな時だから、みんなで元気だそうよ！

鈴　　　そうだよ、日向のキャラに合わないもん。

いつもみたいに歌ってよ！

日　向　あたしのキャラね…（力なく）うん…わかった。
（プレーヤーを取り出す）

（準備の間、鈴と夢見子の会話）

鈴　　　あたしのキャラはなんだろうね？

夢見子　鈴は何と言っても天真爛漫でマイペース・楽観的

　　　　でのんびりキャラ、かな？あたしは何キャラ？

鈴　　　夢見子は名前の通りフワフワ宇宙人キャラ、だね。

　　　　何気なく言う言葉が、いいとこついているんだけど、結構周りがびっくりする鋭さだよね？

夢見子　えーっ、あたしは別にきついことを言っているつもりないんだけどなぁ。

鈴　　　それが宇宙人キャラである証拠だよ！

（準備ができて音楽をかける…曲に合わせて歌い踊り出す日向。鈴、夢見子は手拍子で乗っているが、次第に日向の様子がおかしくなる…突然歌うのをやめる日向。駆け寄る二人。）
鈴　　　ひ、日向！どうしたの？
夢見子　大丈夫？ごめんね、無理に歌わせちゃって。
　　　　そんなに嫌だった？

日　向　（涙をぬぐいながら、無理矢理笑顔を見せて）

ううん、なんでもない。ただね、いつも明るく
元気なあたしでいることに、時々疲れちゃうんだ
よね。
夢見子　そうなんだぁ。あたしみたいに素のままで生きて

る訳じゃないんだね。

鈴　　　当たり前でしょ？夢見子だって全部素というわけ

ではないんだろうけど、日向みたいにみんなから

盛り上げ係を期待されていると、辛いよね。

日　向　いつも無理している訳じゃないけど、ホントに

　　　　たまーに、あたしのキャラって何だろう？…なん

て考えちゃうんだよね。本当のあたしと、みんな
が思っているあたしのキャラと、どっちが本当の

あたしなの？　
　　　　（暗転～静かな音楽）

、　　　　（二学期終業式後の教室）
　　　　（スミレは上着なしでニコニコと座っている）
　　　　（みんなはやや重苦しい雰囲気で上着姿でいる）
鈴　　　いよいよ冬休みが始まるね。
菜々実　私、一学期のことがあるから、なんだか怖くて。

友　佳　また誰かが突然いなくなってしまうかも、って？
杏　　　やめてよ、そんな言い方！

日　向　だってそうでしょう？現実にスミレは一学期の終業式にこの教室を出て行って以来、戻ってくることはなかった…。

夢見子　それどころか、メールも電話もつながらず、家ももぬけのカラだった…。

瑠　璃　でも、二学期が始まったら、先生から話があったじゃない！
鈴　　　お家の方の都合で、急に沖縄に引っ越しちゃうなんてね。
菜々実　そういうこともあるよ…。

日　向　どうしてあたしたちに何も言わずに行っちゃうの？転校のこと誰か聞いていた？

　　　　（薫以外、全員力なく首を横に振る）

瑠　璃　きっと何か事情があったんだよ。だから…。
友　佳　まぁ、そういうこともあるけどね

夢見子　そうだよ、きっとそうだよ。

薫　　　（吐き捨てるように）そんなわけないでしょ！
　　　　（あまりの言葉の強さに一同　驚く）

薫　　　あたしたちがスミレを追い出したんだよ！

杏　　　それって、私たちがいじめたってこと？

友　佳　あの日のことが原因だって言うわけ？

薫　　　だって他に考えられないでしょ？あたしたちが　スミレに最後に会ったのは、あの日なんだよ！

　　　　一学期の終業式の日にスミレの好きな人のことでもめたことが、あたしがジュン君のことをみんなにバラしたことが、スミレの転校の原因なんだよ！他に考えられないじゃん！
杏　　　もし、あのことが原因だとしたら、私たちみんなのせいで、別に薫一人が悪い訳じゃないよ！

日　向　杏はあの時ちっともふざけてなかったじゃん！

　　　　ジュン君のことを聞いて盛り上がっていたのは、あたしとか夢見子だもん。ねっ、夢見子？

夢見子　うん、そうだよ。杏とか菜々実は、あたしたちを止めていたほうだもん。
友　佳　もとはといえば、みんなで瑠璃の話をしていたのに、「そういえばっ…」って私がスミレの話にかえたんだ。

鈴　　　あたしがスミレの噂を聞いたことある、って言っちゃったんだよ。あたしがスミレを追い出すきっかけを作っちゃったんだよ！
菜々実　みんなおんなじだよ！みんなでスミレのことをわかってあげられなかったんだよ！スミレが何か言おうとしていたのに、私たちはスミレの本心を聞いてあげなかったんだよ！
薫　　　だから、あたしのせいだって言ってるでしょ！あたしが勘違いして、スミレのことをペラペラしゃべったから、スミレを傷つけたんだよ！

瑠　璃　（珍しく大きな声で）私よーっ！私がスミレを責めたから、このクラスが嫌になってしまったのよ！私が悪いんだよ！
（スミレは思わず一歩前に出る　突然の強い光）
スミレ　もうやめて！
　　　　（突然声が聞こえ、一同驚き見回す）

（教室の照明が薄暗く幻想的になり、ピンスポ）

（それまで誰も座っていないと思っていた、教室の隅の席にスミレをみつける。口々にスミレの名を呼ぶ）
スミレ　私が転校したのは、誰のせいでもないんだから！
　　　　（突然現れたスミレが話し始めたので、一同さらに驚く）
　　　　あの時は確かに嫌だったよ。ジュン君のことは本当に好きとかそういうのでなく、幼なじみとして仲良くしていただけなのに、あんな風に言われて傷ついた…。でもね、そのことよりも、あの日あたしが言いたかったことをちゃんと言えなかったことの方が、もっと辛かったの。

鈴　　　ちゃんと言えなかったこと？

菜々実　あの時、何か言おうとしていたこと？

スミレ　そう。転校のこと。

夢見子　じゃあ、転校は決まっていたことだったの？

スミレ　当たり前じゃない。あんなケンカでみんなと離れたりしないよ。

杏　　　どんな理由があったの？よかったら話して。
菜々実　あっ、でも言いにくかったら無理しなくていいからね。
スミレ　あのね、沖縄に一人で住んでいるおばあちゃんが、

　　　　この頃年を取って、心配になってきたの。「俺は一人っ子だから俺が面倒見るんだ」って、お父さんは前々から会社に転勤をお願いしていたらしいんだけど、それが急に決まってね。引っ越しが一学期の終業式の次の日なんだもん、ひどいよね。
瑠　璃　あの事件の次の日ってこと？

スミレ　そう、次の日。

日　向　でも、いくら急だと言っても、あたしたちに言うことくらいできたんじゃないの？

夢見子　そうだよ、何も言わずに行かなくても…。

スミレ　私自身、信じたくないというか認めたくなかったというか…夢なら覚めてって思っていたから、口にすると決まっちゃうような気がして…だからなかなか言い出せなかった。

菜々実　あの日、何か言おうとしていたのがそうなのね？

スミレ　うん、そう。言い出せないまま終業式になっちゃって、今日こそ！って思っていたら、あんなことでもめちゃったでしょ？結局言い出せないままになっちゃった。

薫　　　だったら、せめてメールでいいからくれれば良かったのに。
鈴　　　そうだよ。みんな心配してメールしても、返信来ないし、新しい住所も知らないし、連絡が取れないんだもん。

スミレ　ごめんなさい。とりあえずおばあちゃんのところに引っ越しはしたけどとっても不便なところだかったんだ。新しい家が見つかり次第移ることになっていたから、住所が決まらなかったの。

友　佳　メールは？スミレからも来ないし、送っても返信ないし…。

スミレ　ごめんね。実は引っ越し騒ぎで携帯をなくしちゃったの。捨てるゴミの中に入っちゃったみたい。いざ携帯をなくしてみると、私みんなのメアドも番号も全然わからないことに気づいたの。

日　向　そう言われてみればそうだね。あたしも携帯の電話帳に頼りっぱなしかも。
薫　　　みんな同じだよ。じゃあ手紙は？手紙をくれればよかったのに。

スミレ　引っ越しで、クラスの連絡網もなくしちゃったから電話番号もわからないし、もともと住所録なんてないし、年賀状もメールで済ませていたから、なんにもないことに気が付いたんだ。

瑠　璃　そうかぁ。私たちってそんなに携帯に頼っていたんだね。

杏　　　私はちゃんと主なデータのバックアップをとっているけどね。

日　向　出ました！杏の「ちゃんと」でーす！

友　佳　日向、茶化さないの！でも、そう言われてみると私たちって、実はお互いのことが何にもわかっていないのかもね。

鈴　　　連絡がなかった理由はわかったけどさ、もうひとつ聞いていい？
スミレ　なあに？

鈴　　　何で今、ここにいるの？

夢見子　そうだよね。突然現れたもんね。

　　　　（みんなうなずく）

菜々実　お家の人と一緒に来たの？

瑠　璃　沖縄はもう冬休みなの？
スミレ　ううん、違う。

杏　　　実はさっき職員室で先生達が話しているのを聞いてしまったんだけど、スミレ学校に行っていないんだって？

スミレ　実はそうなの。

日　向　まさかイジメにあっているとか？
薫　　　あたしたちとのあのことが、トラウマになって、怖くて学校に行けなくなってしまったとか？
スミレ　イジメにもあっていないし、あの日のことも全然関係ない。
菜々実　じゃあ、どうして学校に行っていないの？

夢見子　さぼって東京に来たとか？

スミレ　不思議な話なんだけど、聞いてね。あのね、二学期の始業式の朝、みんなのことを思い出して涙が止まらなくなってしまったの。一人になりたかったから、去年亡くなったひいおばあちゃんの部屋で泣いていたの。そうしてふと気が付いたら、なぜかこの教室が見えるの。この教室の自分の席にいるように、みんなの声まで聞こえるんだ。夢でも見ているのかな、と思っていたんだけど、ひいおばあちゃんの部屋にいると、いつもみんなに会えるんだ。学校には行かないで部屋にこもっているから、周りから見れば不登校だけど、私にしてみれば毎日ちゃんとこの教室に登校していたの。
鈴　　　じゃあ、今もスミレは沖縄のひいおばあちゃんの部屋にいるわけ？

スミレ　そうなの。今まではみんなから見えていなかったし、もちろん話もできなかったけど、今は違う。
瑠　璃　さっきの強い光が関係あるのかな？
日　向　ホントにスミレなの？今、沖縄にいるの？まさか

　　　　うちらのことをだましたりしてないよね？沖縄はひと足早く冬休みに入っていて、実はさっき飛行機で東京に着いたとか…。

薫　　　スミレがそんな悪い冗談を言うわけないよ。第一そんなことして何になるの？

日　向　それもそうなんだけど、なんだか信じられなくて…。

友　佳　私、テレビで見たことあるんだけど、沖縄には、昔から人々の信仰の対象になっているウタキという聖なる場所があって、恐山のイタコのような働きをするノロとかユタというお婆さんがいるって言っていたよ。
夢見子　さすが、友佳は物知りだね。

友　佳　去年の夏、沖縄に行ったとき見学したから印象に残っているんだ。スミレのひいおばあちゃんって、ノロとかユタって呼ばれていなかった？

スミレ　名前はわかんないけど、時々人が訪ねてきて、誰かに会わせてください！って言っていたよ。
友　佳　スミレのひいおばあちゃんの家って、沖縄本島の南の方だよね？
スミレ　そう、知念という地名のところ。どうして？
友　佳　やっぱりそうだ。近くに「せーふぁ　うたき」という、沖縄の中でも最も聖なる場所があるの。私が行ったのもそこで、なんだか本当に不思議な雰囲気のある場所だったよ。

薫　　　じゃあ、そのひいおばあちゃんと聖なる場所の力で、スミレは今こうしてあたしたちの前に姿を現したってわけね？

鈴　　　なんだか本当かもしれないって思えてきた。こんな信じられないことも現実に起こるんだね。

夢見子　じゃあ、急にあたしたちの目の前に現れて、声まで聞こえるようになったのはどうして？

薫　　　もしかしたら、スミレがあたしたちに「会いたい！」って強く願ったんじゃない？

スミレ　うん、そう。みんなの考えていることが、私の本心とは全然違うから、本当のことを伝えたい！って強く思ったの。

薫　　　やっぱりね。きっとスミレにもひいおばあちゃんの不思議な力が、伝わっているんだよ。

友　佳　聖なる場所の助けも借りて、今こうして私たちの前に姿を現したって訳ね。
杏　　　友佳の話で、なんだかちゃんと理解できた気がする。

日　向　でーたー！でも今回はみんなもちゃんと理解できた気がするぅ！
夢見子　するするぅ！

薫　　　茶化さないの！それでさぁ、スミレの本心はどうなの？今あたしたちのことはどう思っているの？

菜々実　そうだよ、一番大事なことはそこだもん。

瑠　璃　私たちのこと、怒ってない？

日　向　あの日のことを怒っているんじゃないの？

夢見子　茶化したこと、恨んでない？

友　佳　今も引きずっているから学校行けないんじゃ…。
杏　　　学校が怖いんじゃないの？

鈴　　　不思議な力であたしたちの前に現れたのは、何を言いたかったの？

スミレ　みんなといた二年と一学期が、本当に大切な時間だったっていうことに、離れてみて初めて気づいたの。毎日言いたいことを言い合って、本音をぶつけ合って時にはこの前みたいにぶつかって…。
　　　　メアドや電話や住所もわからない今のほうが、逆に強くつながっていることを実感できるの。だから毎日みんなを見ているだけで、一緒にいるような気になれたの。

友　佳　会話もできないし私たちには見えていないのに？

スミレ　それでもいいの。みんなの話を聞いているだけで楽しかった。ただ、薫があの日のことをいつも気にしていて、どんどん暗くなって、みんなと離れていくのが辛かった。

薫　　　だって、スミレを追い出した一番の責任は、このあたしにあると、ずーっと思っていたから。

スミレ　今まで、辛い思いをさせてごめんね。私の本心は、みんなへの感謝の気持ちでいっぱいなの。

薫　　　スミレ…。

夢見子　じゃあ、今の学校へ行かないのはどうして？
スミレ　さっきも言ったとおり、二学期の始業式の朝から、みんなのところへ来ていたから、まだ一度も新しい学校やクラスに行っていないんだ。だから、イジメでもなんでもないの。ていうか、まだ一度も会ったことがない私に、手紙をくれたり、電話をくれたり、本当によくしてくれるんだ。
瑠　璃　そうなんだ…よかったね。それなら新しい学校にもちゃんと行けそうだね。

スミレ　うん、全然心配していないよ。

鈴　　　あーよかった。

杏　　　うん、ホントよかった。

瑠　璃　でもさぁ、スミレが沖縄の学校に通い始めたら、もう私たちのところには来てくれないってことになるよね？

夢見子　そうだっ、そうなっちゃう！

菜々実　でも、時々は来てくれるよね？

スミレ　ううん、もう来ないと思うよ。
菜々実　えーっ、どうして？

友　佳　スミレを困らせるんじゃないよ。スミレにはスミレの新しい毎日が始まるんだからね！

夢見子　そんな、寂しいよ。

鈴　　　スミレの新しい生活を、今度は私たちが遠くから応援してあげようよ。

薫　　　そうだね。二学期の間ずっと見守ってもらったんだもんね。

日　向　ちゃんと見守っていてあげるから心配しないで！

夢見子　でたー、日向まで「ちゃんと」って言うようになった！　
日　向　もう、杏のがうつっちゃったじゃないかぁ！
　　　　（みんな、大笑い）

スミレ　私、そろそろ行くね。

瑠　璃　えー、もう行っちゃうの？もう少しいてほしいよ。

鈴　　　瑠璃、ちゃんと自分の気持ちを言えるようになったね。
友　佳　いつのまにか人の後ろに隠れなくなったよ。

スミレ　私もそう思ったよ。さっきからみんなと同じだけしゃべっているもん。

瑠　璃　スミレのおかげだね？

スミレ　みんなのおかげだよ。心の底から相手のことを考えてくれる仲間といれば、離ればなれになっても、きっと大丈夫だよ。そう思えるようになったら、なんだかこの教室の景色が薄れてきたみたい。

友　佳　ここにいたい！という思いが弱まって、不思議な力も弱くなってきたのかもしれないね。

菜々実　スミレ、また来てね。

杏　　　無理言わないの。

薫　　　（メモを渡しながら）でも、やっぱりメールちょうだい！そうしたらみんなにも伝えるから！
スミレ　うん、わかった！それじゃぁ、またね！

　　　　

（みんなでスミレの名を呼ぶ　衝撃音　暗転）

　　　　（スミレの姿はもうない）

　　　　（二学期終業式後の教室に戻る）
夢見子　行っちゃったね。

杏　　　ちゃんと挨拶して行っちゃったね。
瑠　璃　ホントにもう来ないのかな？

日　向　スミレのことだから、案外「また来ちゃった」なんて言って来るかもね。
友　佳　それにさぁ私たちだって、四月にはみんなバラバラだよね？
鈴　　　そう考えると、スミレとたいして変わらないのかもしれないね。

杏　　　でもさぁ、どこにいたって自分のことをちゃんと理解して、ちゃんと考えてくれる友達がいてくれるって思えれば、寂しくないよね。

瑠　璃　本心を出せる友達と、また出会えるのかな？

日　向　大丈夫だよ、もう。瑠璃もスミレもあたしたちみんな大丈夫。

友　佳　なんだかよくわからないけど、日向の大丈夫は不安が残る大丈夫だなぁ。
夢見子　確かにねぇ。
薫　　　（スミレの席を見て）スミレも、大丈夫だよね？

鈴　　　うん、きっとみんな大丈夫だよ！
　　　　（みんなでスミレの席を見ながら）
　 幕
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